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松田
文化財探訪

４
月
か
ら
道
徳
が「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」に
な
り
ま
す
。
今
月
は
道
徳

教
育
に
つ
い
て
、
町
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

�

【
問
い
合
わ
せ
】教
育
課
　
学
校
教
育
係
　
☎（
83
）７
０
２
３

「
道
徳
」か
ら

�

「
特
別
の
教
科

　道
徳
」へ

　
平
成
27
年
３
月
に
小
・
中
学
校

の
学
習
指
導
要
領
な
ど
が
一
部
改

正
さ
れ
、「
道
徳
の
時
間
」が「
特
別

の
教
科
　
道
徳
」と
し
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。小
学
校

で
は
平
成
30
年
、中
学
校
で
は
平

成
31
年
に
全
面
実
施
に
な
り
ま
す
。

　
松
田
町
で
は
、県
教
育
委
員
会

よ
り
平
成
28
年
度
か
ら
２
年
間
、

「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」に
つ
い
て

の
研
究
委
託
を
受
け
、小
・
中
学
校

で
連
携
し
て
研
究
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

な
ぜ「
特
別
の
教
科

　道
徳
」に

　「
道
徳
」が
な
ぜ「
特
別
の
教
科

道
徳
」と
し
て
実
施
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。そ
の
背
景
に
は
、社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る「
い
じ
め
問

題
」が
あ
り
ま
す
。国
立
教
育
政
策

研
究
所
の「
い
じ
め
追
跡
調
査
２

０
１
３
―

２
０
１
５
」で
は
、「
特

定
の
児
童
生
徒
に
偏
る
こ
と
な
く
、

多
く
の
児
童
生
徒
が
、い
じ
め
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
は
ど
の
学
校
で
も
、ど

の
子
ど
も
に
も
起
こ
り
得
る
こ
と

を
認
識
し
て
学
校
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

松
田
町
の
取
り
組
み

　
こ
の
よ
う

な
実
態
か
ら
、

松
田
町
で
は
、

「
特
別
の
教

科
　
道
徳
」

に
つ
い
て
の

研
究
を
深
め

る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

考
え
、「
松
田
町
小
中
連
携
道
徳
教

育
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
、各
小
中

学
校
の
推
進
教
諭
を
中
心
に
先
進

的
な
取
り
組
み
や
実
践
報
告
に
学

び
、実
践
、情
報
の
共
有
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

「
特
別
の
教
科

　道
徳
」の

�

実
施
に
備
え
て

　
こ
れ
ま
で
の「
道
徳
授
業
」は
、

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
読
み
物
の
登

場
人
物
の
気
持
ち
を
読
み
取
る
こ

と
に
終
始
す
る
授
業（
い
わ
ゆ
る

「
読
み
物
道
徳
」）で
あ
っ
た
り
、望

ま
し
い
と
思
う
こ
と
を
発
言
し
た

り
、書
い
た
り
し
て
終
わ
る
授
業

が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、新
た
に
導
入
さ
れ
る

「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」の
授
業
で

は
、現
実
の
問
題
に
対
応
で
き
る

資
質
や
能
力
を
育
む
た
め
に
は
、

多
様
な
事
象
に
対
し
て
、普
段
か

ら「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
の
か
」と
、

自
身
に
問
い
か
け
、自
身
と
対
話

音
川
が
こ
の
西
川
を
衝
い
て
隣
の

酒
匂
川
に
奔
流
す
る
様
が「
十
文

字
」の
語
源
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
点
目
は
、こ
の
合
流
と
い
う

大
事
業
の
背
景
を
み
る
と
、「
江

戸
時
代
初
期
の
慶
長
元（
１
５
９

６
）
年
6
月
に
、
信し

ん

甲こ
う

関か
ん

東と
う

洪こ
う

水ず
い

で
、・・・
此こ

の
夏な

つ

秋あ
き

度た
び

々た
び

大お
お

水み
ず

。「
百

年
以こ

の

来か
た

無む

比ひ

類る
い

」と
史
書
や
災
害

誌
に
あ
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、こ
の
大
災
害
復
旧
・
復

興
に
合
わ
せ
て
米
増
産
・
新
田
開

発
を
目
的
と
し
て
、両
川
の
合
流

を
行
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
ま
す

の
で
、江
戸
時
代
初
期
説
に
説
得

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
因ち

な

み
に『
松
田
土
木
１
０
０
年

誌
』に
よ
り
ま
す
と
、川
音
川
の
平

均
河か

床し
ょ
う

勾こ
う

配ば
い

は
、１
／
70
。

　
一
方
、酒
匂
川
は
県
内
の
河
床

勾
配
は
約
１
／
１
３
０
で
、県
境

（
小
山
辺
り
）～
新
大
口
橋
は
約
１

／
90
で
す
。

　
こ
の
両
川
の
勾
配
差
に
つ
い
て
、

側
道
又
は
土
手
を
自
転
車
走
行
す

る
と
、約
１
・
５
倍
以
上
の
負
荷
の

差
が
体
感
で
き
、我
が
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
急
流「
暴
れ
川
の
酒
匂

川
」よ
り
、更
に
き
つ
い「
鉄
砲
水

の
川
音
川
」が
実
感
で
き
ま
す
。

　
南
足
柄
市
の
郷
土
史
家
・
内う

ち

田だ

清き
よ
し

氏
曰い

わ

く「
和
田
河
原
の
押
切
と

い
う
地
名
は
、川
音
川
の
水
勢
に

よ
る
も
の
」だ
そ
う
で
す
。

　
次
回
は
、偉
大
な
人
物
の
矢
倉

沢
往
還
通
行
に
ま
つ
わ
る
残
念
な

話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
川
音
川
の
酒
匂
川
へ
の

�

合
流
に
つ
い
て
」

（
１
月
号
よ
り
続
く
）

　
川か

わ

音お
と

川が
わ

を
、三
角
土
手
付
近
で

酒
匂
川
に
合
流
さ
せ
た
た
め
、「
上

茶
屋
と
下
茶
屋
」な
ら
び
に「
町
屋

と
仲
町
屋
」に
分
断
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、こ
の
両
川
の
合
流
時
期

に
つ
い
て『
足
柄
上
郡
誌
』で
は
、

江
戸
時
代
中
期
の
元げ

ん

文ぶ
ん（

１
７
３

６
～
４
０
）年
間
で「
青
山
街
道
本

道
争
い
」の
原
因
と
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、『
酒
匂
川
の
沿
革
と
氾

濫
の
歴
史
』（
著
者
・
酒さ

か

井い

氏
）に

は
、「
江
戸

時
代
初
期

の
藩
主
・
大お

お

久く

保ぼ

忠た
だ

世よ

、

忠た
だ

隣ち
か

の
酒

匂
川
統
合

計
画
に
よ

る
も
の
と

み
る
べ
き
」

と
あ
り
ま
す
。

　
筆
者
と
し
て
は
、今
ま
で
語
ら

れ
て
い
な
い
、次
の
2
点
を
以
て

江
戸
時
代
初
期
と
考
え
ま
す
。

　
1
点
目
は
、神
山
の
旧
家
が
所

蔵
す
る
宝
永
６（
１
７
０
９
）年
6

月
の
絵
図（
写
真
）が
証
拠
で
す
。

　
こ
れ
は
、宝
永
の
噴
火
に
よ
る
、

川
音
川
流
域
被
害
状
況
を
精
緻
に

記
し
た
も
の
で
、酒
匂
川
と
の
合

流
個
所
を
大お

お

川か
わ

落お
ち

合あ
い

と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
大
川
と
は
、正
確
に
は
、西

山（
松
田
庶
子
）を
源
と
す
る
西
川

と
思
わ
れ
ま
す
が
、時
と
し
て
川

矢
倉
沢
往
還
24文

化
財
保
護
委
員

　草く
さ

　か
ど門

　隆た
か
し

宝永6(1709)年・川音川流域
被害状況絵図　縦42×横72㎝

し
な
が
ら
他
人
事
で
は
な
く
、自

分
自
身
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
力

を
育
ん
で
い
く
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、答
え
が
一
つ
で
は
な

い
道
徳
的
な
課
題
を
、一
人
一
人

の
児
童
生
徒
が
、自
分
自
身
の
問

題
と
捉
え
、真
正
面
か
ら
向
き
合

う「
考
え
、議
論
す
る
道
徳
」の
実

現
を
図
る
た
め
に
、研
究
授
業
や
、

大
学
教
授
に
よ
る
講
演
会
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
以
外
に
も
、道
徳
に

お
け
る
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
て

き
た
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　「
特
別
の
授
業
　
道
徳
」は
、４

月
か
ら
小
学
校
で
全
面
実
施
と
な

り
、児
童
に
教
科
書
も
配
布
さ
れ

ま
す
。

　
年
間
指
導
計
画
の
作
成
や
評
価

の
問
題
な
ど
、ま
だ
ま
だ
取
り
組

む
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　「
道
徳
教
育
の
抜
本
的
改
善
・
充

実
に
係
る
支
援
事
業
」の
委
託
事

業
は
、今
年
度
で
終
わ
り
ま
す
。し

か
し
、研
究
は
、さ
ら
に
続
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
道
徳
教
育
の
充
実

を
図
り
、心
の
醸
成
に
ま
い
進
し

て
い
き
ま
す
。

スコット先生＆テイス先生のミニ英会話 Health　健康編

How are you?　　お元気？

Oh no! What’s wrong?　　あら！どうしたの？

cold 風邪
cough 咳
fever 熱
headache 頭が痛い
stomach ache お腹が痛い
sore throat のどが痛い
runny nose  鼻水が出る
bloody nose  鼻血
toothache 歯痛

「 I have a…」で色々な表現ができ
ます。応用してみましょう！

Not so good.　　（調子が）あまり良くない。

I have a cold.　　私は風邪を引いている。

I have a…

松田中学校の研究協議

s
松田小学校
の研究授業

t
大学講師に
よる教育講
演会
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お 知 ら せ
町公式サイトやTwitterでも、随時情報発信し
ています。ぜひご覧ください。

水漏れを発見したら、お電話ください。
当番日 会社名 電話番号
１〜５
27・28 ㈲加賀設備工業 （82）4991

６〜12 ㈱筆屋 （83）0100

13〜19 ㈲松田設備工業 （82）0609

20〜26 ㈲小宮石材 （89）3205

※湯の沢地区で水道修理が必要な場合は、秦
野市上下水道局☎０４６３（８３）２１１３へ
ご連絡ください

２月の水道修理当番

●戸籍の窓　※掲載承諾者のみ（敬称略）
平成29年12月16日から平成30年１月15日ま
で受け付けた方
お誕生おめでとう

赤ちゃん 保護者 地　区

小
お

　澤
ざわ

　　杏
あん

　 真
まさ

樹
き

谷　津

橘
きっ

川
かわ

紗
さ

和
わ

真
まさ

代
よ

志
し

店屋場

吉
よし

田
だ

和
わ

子
こ

語
かたる

茶　屋
お悔やみ申し上げます

氏　　名 年　齢 地　区

内
ない

藤
とう

幸
ゆき

子
こ

８４歳 中　里

髙
たか

橋
はし

勝
かつ

子
こ

７７歳 中　丸

飯
いい

田
だ

光
みつ

男
お

９１歳 弥勒寺

桐
き

生
りゅう

と よ ８７歳 弥勒寺

武
たけ

松
まつ

一
いち

郎
ろう

７４歳 仲　町

図
書
館

だ
よ
り

町図書館　☎（83）7024
　開館時間：午前9時30分～午後5時
　休 館 日：�毎週月曜日、9日、13日、21日
寄出張所図書館�　☎（89）2126
　開館時間：午前9時30分～午後4時
　休 館 日：土、日、祝日

おはなし会   場所：図書館子どもコーナー
（小学校低学年まで）参加自由
　２月10日（土）、24日（土）
　午前10時30分～11時
（乳幼児対象）おひざにだっこのおはなし会
　２月22日（木）午前11時30分～正午
文学講座   「日本書紀　第２回」
　２月24日（土）展示ホール
　３月３日（土）大会議室
　共に午前10時
新着図書 	
～毎週木曜日から貸出。～ 

ホームページから確認できます。
● 一 般 書
　（書　名）　　　　　　　　　　（著者名）
「ざんねんないきもの事典」	 今泉忠明
「私、こども欲しいかもしれない。」	 犬山紙子
「かがみの孤城」	 辻村深月
「えんとつ町のプペル」	 にしの　あきひろ
「もし文豪たちが
　カップ焼きそばの作り方を書いたら」
	 神田桂一
「日本問答」	 田中優子
「あひる」	 今村夏子
● 児 童 書
「こどもってね…」
	 ベアトリーチェ・アレマーニャ
「実験対決」	 洪鐘賢
「まほうの自由研究」	 如月かずさ
「黄門さまの社会科クイズ」	 国土社編集部
「えがないえほん」	 Ｂ.Ｊ.ノヴァク
…ここに載せたものは新着図書の一部です…
リサイクル棚：貸出終了となった館内本、雑誌、
寄贈本などが並びます。
本の寄贈：新刊本、昔の町についての資料など
がありましたらご提供をお願いします。

◦下記の行事は「申し込み」表示以外は参加自由・無料です。「対象」表示以外は
どなたでもご参加いただけます。◦他にも行事を開催します。詳しくは町公式サイ
トやテレビ神奈川（tvk）データ放送をご覧ください。

◎すくすく育児相談・おっぱい相談
　２月６日（火）、３月６日（火）
　午前９時30分～10時30分

●ママパパクラス
　２月３日（土）午前９時45分～10時
　山北町健康福祉センター

●定例ウォーキング
　２月19日（月）午前９時30分
　健康福祉センター西側　三角堤公園

◎３～４か月児健康診査
　２月28日（水）午後０時45分～１時

※時間は受付時間
◎の場所は健康福祉センター
子育て健康課　健康づくり係　☎（84）5544

保　　　　健

○法律相談
３月２日（金）午前９時15分～11時45分
町役場会議室〈予約制〉※先着６人
予約受付期間　２月16日（金）～３月１日（木）
総務課　庶務係　☎（83）1221

○人権・行政相談
２月15日（木）午前10時～11時30分
※時間は受付時間
町民文化センター　第２学習室
子育て健康課　子育て支援係　☎（84）5544

相　　　談

●固定資産税　２月28日（水）
　税務課　資産税係　☎（83）1224

●国民健康保険税　２月28日（水）
●後期高齢者医療保険料　２月28日（水）
　町民課　国保年金係　☎（83）1225

●介護保険料　２月28日（水）
　福祉課　高齢介護係　☎（83）1226

※税金などのお支払いは、便利な口座振替を
　ご利用ください

２月の納税

開園時間：午前９時～午後４時
休 園 日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日休園。桜まつり

期間中は開園します）
連 絡 先：観光経済課　公園係　☎（83）1228
※悪天候などで休園になることがありますのでご了承ください

自　然　館� ☎（82）7345　FAX（20）4794
開館時間：午前９時～午後４時
休 館 日：毎週月・火曜日

ミニ探検「桜の草木染め」
～桜の落葉で赤いハンカチを作ろう～

主な内容 	公園の桜で色水を作ろう／布を染めて
楽しもう

日 時 	２月17日（土）午前９時30分～正午
持ち物 	エプロン・ビニール手袋・布
場 所 	自然館
対 象 	小学３年生以上
定 員 	20人

◆編集後記◆
今年の消防出初式は、真っ白に輝く富士山を
背景に行われ、身が引き締まるのと同時に元
気がもらえました。写真を少ししかお見せで
きないのが残念です！（A）

●国際交流事業　勉強会
◦	「第6回　在住外国人によるイベントいろい
ろ」参加者募集
日 時 	２月19日（月）午後６時30分～８時
場 所 	町役場４階　４AB会議室
内 容 	かながわネパール人コミュニティ会長

のサプコタ・ドルラズさんを講師とし
て招き、在住外国人の方のさまざまな
活動について学びます。

定 員 	先着40人
申し込み 	2月13日（火）までに政策推進課　経営

戦略係まで　☎（83）1222

西平畑公園

子どもの館� ☎（82）9869　FAX（20）4693
開館時間：午前９時～午後４時
休 館 日：毎週月・火曜日

たのしい広場
◦鉄道模型（Nゲージ）運転
日 時 	２月３日（土）午前10時～正午
内 容 	ロマンスカー　ほか運行
運転士 	吉

よし

田
だ

輝
てる

夫
お

さん
対 象 	小学生～一般
	 ※幼児は保護者同伴で見学できます

定例伝承文化教室
◦たぐらが劇場「太鼓叩いて鬼退治」
日 時 	２月３日（土）午後１時30分～２時30分
内 容 	豆まき　ほか

「雛の吊るし飾り」展示
日 時 	２月10日（土）～３月11日（日）（桜ま

つり期間中）午前９時30分～午後４時
（入館は３時30分まで）

協 力 	手ずくな桃の会

広報まつだ１月号
「まつだマイスター検定」の答え
３ 面

平成28年１月に川崎競馬場で行われた
レースの名前は「②桜まつりでおもて
なし松田町賞」です。
５ 面

平成３年12月に東名高速道路の拡幅を
記念して行われたスポーツ大会の種目
は「①マラソン」です。


